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改革改善
の考え方

①問題
点

民間保育所における保育サービスの安定供給と保育資質向上に向け、運営体制の強化が求められる。

②改革
提案

平成27年度から施行の子ども・子育て支援新制度において、各園に支払われる施設型給付費の中に補助金分が含ま
れることとなり、当補助金は廃止となる。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

当初予算化した交付金を滞り無く交付することができ、民間保育所の処遇向上を図ることができた。

総事業費①+② 28,835 28,746 28,835 0

50 50

臨時職員所要時間

一般財源 28,126 28,196 28,189

人件費計（千円）② 179 179

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 530 550 467

事業費計（千円）① 28,656 28,746 28,656 0 （県）子育て支援対策臨時特例交付金(国１／
２)国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　私立保育園振興補助金の交付（前期・後期の２回）
園の在籍園児及び配置職員によって園ごと配布。保育経費や人件費に充
て、処遇向上を図る。
２　園と協力し保育料収納向上を図る。保育料収納事務取扱事務費を交
付する。

補助金交付園数 １５園
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・この事業は、民間保育所に勤務する職員と入所児童の処遇向上を目的とした市単事業で、補助金を飯田市私立保育園連盟へ交付
し、各保育所の在籍園児数および年齢、職員数と経験年数に応じて配分を決定し、職員の人件費や児童の保育経費等に充てている。
・公立保育所と民間保育所では、職員の雇用条件やその処遇に格差があるため、補助金を交付して職員の人件費等を補うことでその
差を縮め、安心して就労することのできる職場環境や労働条件の向上を図ることによる保育の質の向上を目指している。また、民間保
育所の保育士で構成される保育部会の活動費にも活用されている。
・なお、保育料事務取扱事務補助金については、私立保育園での収納事務を行なうことによる保護者の利便性の向上と収納率の向上
を目的としている。

成果
指標

民間保育所の入所児童の処遇/公立保育所の入所児童
の処遇（％）

100 100 100 100

成果
指標

民間保育所の職員の処遇/公立保育所の職員の処遇
（％）

100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

民間保育所の入所児童数（年度
末、人）

1830向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者
の割合

民間保育所の職員数（人） 290

意図（どういう状態
にするか）

・入所児童の処遇向上。
・民間保育所職員の労働条件の向上。・保育士の資質向
上。

目
的

対象（誰・何を）
民間保育所の職員及び入所児童。

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 保育係 H26係等名 保育係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了 26
事務事業名 民間保育所振興補助事業

会計 一般会計
11 30

事業種別 政策

3 施策№ 37 事業№


